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判例研究

判
例
研
究

社
会
法
判
例
研
究
（
第
一
二
回
）

社
会
法
判
例
研
究
会

　
「
精
神
障
害
者
」
を
本
人
と
す
る
個
人
情
報
開
示
請
求
権
の
法
的

性
格横
浜
地
裁
　
平
成
八
年
三
月
二
五
日
判
決
（
平
成
四
年
（
行
ウ
）

第
二
八
号
、
甲
野
花
子
（
仮
名
）
対
神
奈
川
県
知
事
岡
崎
洋
、
行

政
処
分
取
消
請
求
事
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

判
例
地
方
自
治
一
五
二
号
九
〇
頁
、
〔
参
照
条
文
〕
憲
法
二
一
条
、

精
神
衛
生
法
二
二
条
・
二
七
条
・
二
九
条
、
神
奈
川
県
個
人
情
報

保
護
条
例
一
五
条
四
項
一
・
三
号

【
事
実
】

　
一
　
神
奈
川
県
に
住
所
を
有
す
る
原
告
X
は
、
昭
和
六
三
年
三
月

三
日
、
被
告
神
奈
川
県
知
事
（
以
下
Y
と
い
う
）
に
よ
り
、
精
神
衛

生
法
二
九
条
に
も
と
つ
く
措
置
入
院
の
決
定
を
受
け
た
（
以
下
「
本

件
措
置
入
院
」
と
い
う
）
。
同
年
五
月
一
八
日
、
Y
は
、
X
に
つ
い

て
本
件
措
置
入
院
の
継
続
な
く
て
も
精
神
障
害
に
よ
る
自
傷
他
害
の

お
そ
れ
な
し
と
し
て
そ
れ
を
解
除
し
、
し
か
し
な
お
入
院
継
続
の
必

要
性
を
認
め
、
当
該
入
院
を
同
法
三
三
条
に
よ
る
同
意
入
院
に
切
り

替
え
た
。
同
年
一
〇
月
二
一
日
、
X
は
、
同
法
の
指
定
病
院
を
退
院

し
、
爾
後
四
ヶ
月
間
通
院
し
、
平
成
元
年
二
月
頃
、
担
当
医
の
指
示

を
待
た
ず
X
自
身
の
判
断
に
よ
り
通
院
を
や
め
た
。

　
二
　
平
成
三
年
八
月
二
三
日
と
同
九
月
二
四
日
に
お
い
て
、
X
は

神
奈
川
県
衛
生
部
保
健
予
防
課
を
訪
れ
、
「
（
自
分
は
）
診
察
も
受
け

ず
に
措
置
入
院
さ
せ
ら
れ
た
。
医
師
に
会
い
た
い
」
等
の
訴
え
を
繰

り
返
し
述
べ
た
。
同
年
二
月
一
九
日
、
X
は
、
神
奈
川
県
個
人
情

報
保
護
条
例
（
以
下
「
本
件
条
例
」
と
い
う
）
に
も
と
づ
き
、
Y
に

対
し
本
件
措
置
入
院
の
手
続
を
知
り
得
る
文
書
の
開
示
を
請
求
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
Y
は
、
同
年
一
二
月
三
日
、
「
入
院
措
置
書
の
案
文
」

お
よ
び
「
入
院
措
置
通
知
書
の
案
文
」
を
開
示
し
、
「
措
置
入
院
に

関
す
る
診
断
書
」
（
以
下
「
本
件
鑑
定
書
」
と
い
う
）
お
よ
び
「
精

神
保
健
法
第
二
三
条
に
基
づ
く
申
請
書
」
（
以
下
「
本
件
申
請
書
」

と
い
う
）
に
つ
い
て
は
、
本
件
条
例
一
五
条
四
項
一
、
三
、
六
号
の

開
示
制
限
条
項
に
該
当
す
る
と
し
て
不
開
示
の
決
定
を
な
し
た
（
以

下
「
本
件
処
分
」
と
い
う
）
。
そ
こ
で
X
は
、
同
年
二
月
六
日
、
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措
置
入
院
さ
せ
ら
れ
る
に
至
る
た
め
の
医
師
か
ら
の
診
察
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
診
断
書
が
出
て
い
る
旨
を
記
し
た
異

議
申
立
書
を
Y
に
提
出
し
た
。
ま
た
、
平
成
四
年
一
月
二
四
日
、
本

件
条
例
二
四
条
に
も
と
づ
き
、
「
ど
こ
の
病
院
で
ど
の
様
な
方
か
ら

精
神
鑑
定
を
受
け
た
事
に
な
っ
て
い
る
か
は
っ
き
り
さ
せ
て
頂
き
た

く
存
じ
ま
す
。
そ
の
医
師
と
や
ら
に
面
接
さ
せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま

す
」
等
の
記
載
を
な
し
た
意
見
書
を
、
同
年
二
月
一
〇
日
に
は
、
右

意
見
書
と
同
趣
旨
の
補
足
意
見
書
を
神
奈
川
県
個
人
情
報
保
護
審
査

会
会
長
に
提
出
し
た
。
同
二
月
二
九
日
、
X
は
前
記
審
査
会
の
審
議

（
X
の
意
見
聴
取
）
に
お
い
て
同
趣
旨
の
意
見
を
述
べ
た
。
Y
は
同

年
八
月
五
日
、
本
件
処
分
に
対
す
る
X
の
異
議
申
立
を
棄
却
し
、
そ

の
旨
を
通
知
し
た
。
そ
こ
で
X
が
Y
に
対
し
て
本
件
処
分
の
取
消
を

求
め
る
行
政
訴
訟
を
提
起
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

　
三
　
本
件
鑑
定
書
に
記
載
さ
れ
る
事
項
の
｝
は
「
診
断
書
、
生
活

歴
等
」
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
被
鑑
定
者
と
保
護
義
務
者
の
身
分

事
項
、
②
診
断
名
、
③
生
活
歴
・
発
病
前
状
況
等
、
④
現
病
歴
、
⑤

問
題
行
動
、
⑥
現
在
の
状
態
像
、
⑦
身
体
病
状
、
⑧
要
注
意
必
要
度
、

⑨
日
常
生
活
の
介
助
指
導
必
要
度
、
⑩
鑑
定
上
と
く
に
必
要
な
場
合

の
詳
細
記
入
欄
、
⑪
特
殊
療
法
等
、
⑫
医
学
的
総
合
判
定
（
措
置
そ

の
他
入
院
・
入
院
外
診
療
に
関
す
る
も
の
）
、
⑬
備
考
・
医
師
か
ら
の

連
絡
欄
、
行
政
庁
に
お
け
る
記
載
欄
で
あ
る
。
そ
の
二
は
「
鑑
定
医

の
氏
名
等
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
⑭
鑑
定
年
月
日
、
⑮
鑑
定
医
氏

名
・
印
、
⑯
医
師
所
属
施
設
名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
、
⑰
鑑
定
に

立
ち
会
っ
た
精
神
衛
生
吏
員
の
氏
名
・
印
、
⑱
立
ち
会
っ
た
場
所
・

日
時
、
⑲
被
鑑
定
者
に
関
す
る
陳
述
者
の
氏
名
・
年
齢
・
続
柄
・
住

所
が
記
さ
れ
る
。
本
件
申
請
書
に
記
載
さ
れ
る
事
項
の
一
は
「
申
請

者
の
氏
名
等
」
で
あ
り
、
内
容
は
、
①
精
神
障
害
者
・
そ
の
疑
い
の

あ
る
者
と
現
に
保
護
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
者
の
身
上
関
係
、
②
申

請
者
の
住
所
氏
名
・
印
・
生
年
月
日
・
精
神
障
害
者
等
と
の
続
柄
で

あ
る
。
そ
の
二
は
「
病
状
の
概
要
等
」
で
あ
り
、
内
容
は
、
③
病
状

の
概
要
、
④
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
で
あ
る
。

　
四
　
本
件
条
例
一
五
条
四
項
は
「
実
施
機
関
は
…
…
開
示
の
請
求

に
係
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
開
示
す
る
こ
と
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
個
人
情
報
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
開

示
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
一
号
は
、
「
開
示
の
請
求
の

対
象
と
な
っ
た
個
人
情
報
に
開
示
の
請
求
を
し
た
者
…
以
外
の
個
人

に
関
す
る
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
請
求
者
に
開
示

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
個
人
の
正
当
な
利
益
を
侵
す
こ
と
に
な

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」
を
あ
げ
る
。
同
じ
く
同
三
号
は
、
「
開
示

の
請
求
の
対
象
と
な
っ
た
個
人
情
報
が
個
人
の
指
導
、
診
断
、
評
価
、
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選
考
等
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
請
求
者
に
開
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
該
指
導
、
診
断
、
評
価
、
選
考
等
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
」
を
規
定
す
る
。

　
五
　
本
件
の
争
点
は
、
右
鑑
定
書
お
よ
び
申
請
書
の
開
示
が
本
件

条
例
の
右
条
項
に
該
当
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
す
る
X
の

主
張
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
件
条
例
の
開
示
制
限
条
項
に
つ
い

て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
積
極
的
側
面
と
し
て
の
自
己
情
報
開
示

請
求
権
の
重
要
性
、
国
際
人
権
規
約
一
九
条
二
項
等
の
趣
旨
に
鑑
み
、

非
開
示
情
報
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
一
号
該

当
性
に
つ
い
て
、
X
は
通
常
の
社
会
人
と
し
て
の
生
活
を
し
て
お
り
、

鑑
定
医
等
に
か
か
る
私
生
活
の
平
安
の
侵
害
と
い
う
Y
主
張
は
抽
象

的
・
一
般
的
・
主
観
的
で
あ
る
。
本
件
鑑
定
書
等
の
開
示
は
、
本
件

措
置
入
院
に
適
正
手
続
の
履
踏
が
な
か
っ
た
こ
と
を
明
確
に
す
る
目

的
で
あ
り
、
鑑
定
医
等
の
「
正
当
な
利
益
」
侵
害
に
は
あ
た
ら
な
い
。

岩
田
医
師
は
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
計

三
回
、
X
と
面
接
し
、
「
本
件
鑑
定
書
の
開
示
に
よ
っ
て
、
原
告
が

著
し
い
心
理
的
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
病
状
が
悪
化
す
る
と
は
考
え
に

く
い
」
。
「
X
は
精
神
科
医
師
や
精
神
医
療
に
対
し
、
既
に
不
信
感
を

持
っ
て
お
り
、
こ
の
不
信
感
が
今
後
も
持
続
す
る
こ
と
は
予
想
さ
れ

る
が
、
本
件
鑑
定
書
の
開
示
に
よ
り
、
新
た
に
診
断
や
治
療
に
著
し

い
支
障
が
生
じ
る
と
は
考
え
に
く
い
」
。
「
本
件
鑑
定
書
の
開
示
に

よ
っ
て
関
係
者
に
対
し
、
法
的
に
逸
脱
し
た
行
為
に
及
ぶ
可
能
性
は

薄
い
」
と
い
う
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。
か
り
に
、
当
該
鑑
定
書

お
よ
び
申
請
書
の
開
示
が
当
該
利
益
の
侵
害
に
あ
た
る
と
し
て
も
、

鑑
定
書
記
載
部
分
の
う
ち
、
⑮
鑑
定
医
氏
名
、
⑰
鑑
定
に
立
ち
会
っ

た
精
神
衛
生
吏
員
の
氏
名
、
⑲
被
鑑
定
者
に
関
す
る
陳
述
者
の
氏

名
・
年
齢
・
続
柄
・
住
所
お
よ
び
申
請
書
記
載
事
項
の
う
ち
②
申
請

者
の
住
所
氏
名
等
か
ら
、
鑑
定
医
、
陳
述
者
、
申
請
者
が
識
別
さ
れ

う
る
部
分
の
み
を
非
開
示
と
す
れ
ば
よ
い
。
三
号
該
当
性
に
つ
い
て
、

X
は
平
成
元
年
二
月
か
ら
現
在
ま
で
、
精
神
科
へ
の
通
院
、
治
療
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
日
常
生
活
を
過
ご
し
て
お
り
、
精
神
病
と
い
う

診
断
を
な
さ
れ
た
こ
と
自
体
は
認
識
し
て
お
り
、
本
件
鑑
定
書
等
の

開
示
に
よ
り
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
病
気
が
再
度
悪
化
す
る
お

そ
れ
は
な
く
、
本
件
鑑
定
書
の
開
示
に
よ
り
「
当
該
診
断
に
著
し
い

支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
」
に
あ
た
る
と
す
る
Y
の
主
張
は
あ
た
ら
な

い
。

　
そ
れ
に
対
す
る
Y
の
主
張
は
こ
う
で
あ
る
。
本
件
条
例
一
五
条
四

項
各
号
は
そ
の
趣
旨
に
従
い
、
法
文
に
そ
っ
て
解
釈
す
れ
ば
十
分
で

あ
り
、
国
際
人
権
規
約
は
国
内
的
効
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
を
本
件
条
例
の
解
釈
指
針
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
一
号
該
当
性
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に
つ
い
て
、
本
件
鑑
定
書
に
お
け
る
「
鑑
定
医
の
氏
名
等
」
、
「
診
断

名
、
生
活
田
面
」
か
ら
情
報
提
供
者
が
容
易
に
識
別
で
き
、
こ
れ
ら

は
「
請
求
者
以
外
の
個
人
に
関
す
る
情
報
」
に
あ
た
る
。
ま
た
X
が

担
当
医
の
判
断
を
待
た
ず
に
通
院
治
療
の
中
止
し
た
こ
と
、
事
実
二

に
み
ら
れ
る
言
質
か
ら
判
断
し
て
、
本
件
鑑
定
書
お
よ
び
申
請
書
を

開
示
す
る
と
、
X
か
ら
の
苦
情
等
に
よ
り
、
鑑
定
医
、
申
請
者
等
の

私
生
活
の
平
安
が
害
さ
れ
、
右
の
者
の
正
当
な
利
益
が
侵
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
三
号
該
当
性
に
つ
い
て
、
本
件
処
分
時
に
お
け
る
X
の

状
況
（
事
実
二
）
か
ら
し
て
、
鑑
定
書
お
よ
び
申
請
書
を
開
示
す
れ

ば
、
X
が
今
後
精
神
科
医
師
一
般
を
信
用
し
な
く
な
る
こ
と
が
容
易

に
予
測
さ
れ
、
ま
た
開
示
に
よ
る
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
病
気
が
再

度
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
本
件
鑑
定
書
お
よ
び
申
請
書
の

開
示
は
「
当
該
診
断
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
」
に
あ
た
る
。

州
判
旨
】
　
請
求
棄
却

　
一
　
「
本
件
条
例
は
、
個
人
情
報
の
保
護
が
、
個
人
の
尊
厳
を
保

つ
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
個
人
が
、
県
の
機
関
が
保
有
す

る
個
人
情
報
の
開
示
を
認
め
る
権
利
を
明
ら
か
に
し
（
一
条
）
、
原

則
と
し
て
何
人
で
あ
っ
て
も
、
個
人
情
報
の
開
示
を
請
求
で
き
る

（一

ﾜ
条
一
項
）
旨
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
憲
法
及
び
国

際
人
権
規
約
等
に
基
づ
く
個
人
の
『
知
る
権
利
』
の
尊
重
の
理
念
に

則
る
も
の
と
は
い
え
る
が
、
あ
く
ま
で
本
件
条
例
に
よ
っ
て
、
個
人

情
報
の
開
示
請
求
権
を
創
設
的
に
認
め
た
も
の
と
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
情
報
を
開
示
の
対
象
と
…
…
〔
す

る
〕
か
は
、
条
例
の
制
定
権
者
が
決
定
す
べ
き
事
項
で
あ
り
、
本
件

鑑
定
書
お
よ
び
申
請
書
が
、
本
件
条
例
一
五
条
四
項
各
号
に
該
当
す

る
か
否
か
も
本
件
条
例
の
趣
旨
・
文
言
に
即
し
て
決
す
べ
き
で
あ

る
」
。

　
二
　
ω
　
一
号
認
定
の
要
件
は
、
「
①
開
示
の
対
象
と
な
っ
た
個

人
情
報
〔
以
下
、
「
開
示
請
求
情
報
」
と
い
う
〕
に
、
請
求
者
以
外

の
個
人
〔
以
下
、
「
第
三
者
」
と
い
う
〕
に
関
す
る
個
人
情
報
が
含

ま
れ
」
、
か
つ
「
②
請
求
者
に
開
示
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
個

人
の
正
当
な
利
益
を
侵
す
こ
と
に
な
る
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
請

求
者
以
外
の
個
人
に
関
す
る
情
報
〔
以
下
、
「
第
三
者
情
報
」
と
い

う
〕
と
は
「
請
求
者
の
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
と
同
時
に
請
求

者
以
外
の
個
人
の
情
報
」
で
あ
り
、
「
当
該
情
報
か
ら
特
定
の
個
人

が
識
別
さ
れ
、
又
は
識
別
さ
れ
得
る
も
の
を
い
う
」
。

　
②
　
①
要
件
に
つ
い
て
、
本
件
鑑
定
書
の
う
ち
「
鑑
定
医
の
氏
名

等
は
、
X
の
個
人
情
報
で
あ
る
と
も
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
同
時
に
、

当
該
鑑
定
医
、
精
神
衛
生
吏
員
及
び
被
鑑
定
者
に
関
す
る
陳
述
者
の
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個
人
情
報
に
も
該
当
す
る
」
。
本
件
申
請
書
の
う
ち
「
申
請
者
の
氏

名
等
の
記
載
は
、
X
の
個
人
情
報
で
あ
る
と
同
時
に
申
請
者
の
個
人

情
報
に
も
該
当
し
」
、
ま
た
「
申
請
者
は
、
病
状
の
概
要
等
の
記
載

欄
に
、
当
該
精
神
障
害
者
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者
の
行
状
等
が
自

傷
他
方
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ

る
が
、
右
の
記
載
は
、
そ
の
性
質
上
申
請
者
の
体
験
等
を
そ
の
ま
ま

記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
…
…
右
病
状
の
概
要
等
の
記
載
か
ら
は
、

特
定
の
個
人
（
申
請
者
）
が
識
別
さ
れ
、
又
は
識
別
さ
れ
得
る
と
解

さ
れ
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
鑑
定
書
に
お
け
る
「
鑑
定
医
の
氏

名
等
」
な
ら
び
に
本
件
申
請
書
に
お
け
る
「
申
請
者
の
氏
名
等
」
お

よ
び
「
病
状
の
概
要
等
」
の
記
載
は
、
①
要
件
を
満
た
す
。

　
⑧
　
②
要
件
の
該
当
性
は
「
開
示
請
求
情
報
の
性
質
や
内
容
、
請

求
者
と
第
三
者
と
の
関
係
等
か
ら
み
て
、
当
該
情
報
を
不
開
示
と
す

る
こ
と
が
客
観
的
に
も
期
待
さ
れ
、
そ
の
期
待
が
正
当
で
あ
る
な
ど
、

こ
れ
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
個
人
の
正
当
な
利
益
が
侵
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
か
否
か
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
」
。

　
ω
　
本
件
鑑
定
書
に
つ
い
て
、
精
神
衛
生
法
二
三
条
の
申
請
の

あ
っ
た
者
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
は
、
調
査
の
上
必
要
性
を
認
め

る
と
き
、
精
神
衛
生
鑑
定
医
（
二
名
）
に
命
じ
そ
の
者
の
診
察
を
さ

せ
、
し
か
し
て
本
件
鑑
定
書
に
、
そ
の
者
に
か
か
る
措
置
要
件
認
定

の
た
め
の
診
察
結
果
を
記
載
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
「
診
察

は
、
医
師
が
患
者
の
求
め
に
応
じ
て
す
る
診
察
と
は
異
な
り
、
被
鑑

定
者
に
対
し
、
鑑
定
医
の
氏
名
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
た
も
の
で
な
く
、
ま
た
こ
れ
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
的

義
務
も
な
い
」
。
さ
ら
に
事
実
二
か
ら
推
察
さ
れ
る
「
X
と
本
件
鑑

定
書
を
作
成
し
た
鑑
定
医
と
の
関
係
、
ひ
い
て
は
鑑
定
に
立
ち
会
っ

た
精
神
衛
生
吏
員
及
び
被
鑑
定
者
に
関
す
る
陳
述
者
と
の
関
係
か
ら

み
れ
ば
、
鑑
定
医
の
氏
名
等
を
不
開
示
と
す
る
こ
と
が
客
観
的
に
も

期
待
さ
れ
、
そ
の
期
待
は
正
当
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
こ
れ
を
開
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
鑑
定
医
等
の
正
当
な
利
益
が
侵
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
解
さ
れ
る
」
。
よ
っ
て
、
本
件
鑑
定
書
の
「
鑑
定
医
の
氏
名
等
」

の
開
示
は
要
件
②
を
満
た
す
。

　
⑤
　
本
件
申
請
書
に
つ
い
て
、
精
神
衛
生
「
法
は
申
請
書
に
虚
偽

の
記
述
を
し
た
申
請
者
を
処
罰
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

記
載
の
真
実
性
を
担
保
し
、
反
面
『
誰
で
も
』
右
申
請
が
で
き
る
と

し
て
、
何
人
で
あ
っ
て
も
心
理
的
に
抑
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由

に
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
趣
旨
か
ら
み
る

と
、
申
請
者
が
心
理
的
に
抑
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
申
請
が

で
き
る
よ
う
申
請
者
の
氏
名
等
の
匿
名
の
利
益
を
保
障
す
る
こ
と
が

制
度
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
申
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請
者
の
氏
名
等
は
、
こ
れ
を
不
開
示
と
す
る
こ
と
が
客
観
的
に
期
待

さ
れ
て
お
り
」
、
ま
た
前
記
認
定
事
実
〔
事
実
二
〕
か
ら
推
察
さ
れ

る
X
と
申
請
者
と
の
関
係
等
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
を
不
開
示
と
す
る

こ
と
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
利
益
は
客
観
的
に
み
て
も
正
当
で
あ
る
」
。

よ
っ
て
、
本
件
申
請
書
に
お
け
る
「
申
請
者
の
氏
名
等
」
の
開
示
は

要
件
②
を
満
た
す
。

　
三
　
ω
　
三
号
該
当
の
要
件
は
、
「
①
開
示
請
求
情
報
が
、
個
人

の
指
導
、
診
断
、
評
価
、
選
考
等
に
」
か
か
わ
り
、
か
つ
「
②
請
求

者
に
開
示
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
指
導
…
…
等
に
著
し
い
支
障

が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
件
鑑
定
書

の
「
診
断
名
、
生
活
歴
等
」
の
開
示
が
こ
れ
に
該
当
す
る
か
を
検
討

す
る
。

　
②
①
要
件
に
つ
い
て
、
「
同
税
の
『
診
断
』
と
は
、
診
察
、
検

査
、
治
療
、
投
薬
等
の
一
連
の
医
療
行
為
を
含
む
と
解
さ
れ
る
が
、

本
件
鑑
定
書
の
記
載
の
う
ち
『
診
断
名
、
生
活
歴
等
』
の
記
載
は
、

鑑
定
医
が
X
を
診
察
し
た
結
果
を
記
載
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
X

の
診
断
に
関
す
る
情
報
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
診
断
名
、
生

活
歴
等
』
の
記
載
は
①
の
『
個
人
の
指
導
、
診
断
、
評
価
、
選
考
等

に
関
す
る
情
報
』
に
該
当
す
る
」
。

　
③
②
要
件
に
つ
い
て
、
「
同
心
の
『
当
該
診
断
』
に
は
請
求
者

が
現
に
行
っ
て
い
る
診
断
だ
け
で
な
く
、
今
後
継
続
的
に
通
院
治
療

が
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
場
合
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
、
ま
た
、
同

法
の
『
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
』
に
は
、
今
後
、
継
続
さ
れ

る
診
断
等
が
困
難
に
な
る
場
合
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
」
る
。
さ
ら

に
「
前
記
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
…
…
X
は
本
件
処
分
時
に
お
い
て
現

に
診
察
は
受
け
て
い
な
い
が
、
継
続
的
に
通
院
治
療
す
る
必
要
が

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
前
記
の
よ
う
な
X
の
行
動
や
意
見
書

の
記
載
か
ら
み
れ
ぼ
、
本
件
鑑
定
書
の
『
診
断
名
、
生
活
薄
紫
』
を

開
示
す
れ
ば
、
当
該
診
断
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
っ

た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
。
「
し
た
が
っ
て
本
件
鑑
定
書
の
記
載
の
う

ち
『
診
断
名
、
生
活
型
深
』
の
開
示
は
同
号
に
該
当
す
る
」
。

　
四
　
「
以
上
の
よ
う
な
次
第
で
、
本
件
鑑
定
書
の
う
ち
、
『
鑑
定
医

の
氏
名
等
』
の
開
示
は
本
件
条
例
一
五
条
四
項
の
一
号
に
、
ま
た

『
診
断
名
、
生
活
歴
等
』
の
開
示
は
同
項
三
号
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
し
、

ま
た
本
件
申
請
書
の
開
示
は
同
項
一
号
に
該
当
」
す
る
。
し
か
し
て

X
お
よ
び
保
護
義
務
者
の
身
分
関
係
の
み
の
開
示
は
無
意
味
で
あ
る

の
で
一
部
開
示
の
余
地
も
な
く
、
こ
れ
ら
を
非
開
示
と
し
た
本
件
処

分
は
適
法
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

【
評
釈
】
　
判
旨
に
反
対
す
る
。
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一
　
判
決
の
位
置
づ
け
　
法
令
に
お
い
て
情
報
を
求
め
る
権
利
に

個
人
情
報
保
護
制
度
に
お
け
る
自
己
情
報
開
示
請
求
権
と
情
報
公
開

制
度
に
お
け
る
公
文
書
開
示
請
求
権
と
を
考
え
得
る
。
個
人
情
報
保

護
制
度
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
八
年
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
電
子

計
算
機
に
か
か
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
（
一
般
に
い

う
「
個
人
情
報
保
護
法
」
）
が
あ
り
、
情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
は

国
会
制
定
法
は
な
い
（
た
だ
し
一
九
九
六
年
四
月
二
四
日
、
行
政
情

報
公
開
部
会
に
よ
る
「
情
報
公
開
法
要
綱
案
（
中
間
報
告
）
」
が
発

表
さ
れ
た
。
詳
細
は
堀
部
政
男
「
情
報
公
開
法
要
綱
案
（
中
間
報

告
）
の
背
景
と
情
報
公
開
条
例
と
の
比
較
」
、
奥
平
康
弘
「
中
間
報

告
を
読
ん
で
一
あ
る
憲
法
研
究
者
の
感
想
」
等
、
ジ
ュ
リ
ー
〇
九
三

号
）
。
条
例
で
い
え
ば
、
一
九
九
三
年
四
月
現
在
、
八
都
道
府
県
を

含
む
九
八
三
団
体
が
個
人
情
報
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
、
情
報
公

開
に
つ
い
て
は
、
】
九
九
六
年
四
月
現
在
、
都
道
府
県
が
四
四
条

例
・
三
要
綱
を
、
市
区
町
村
が
二
七
一
条
例
・
一
八
要
綱
を
制
定
し

て
い
る
。
神
奈
川
県
は
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
に
情
報
公
開
条
例
を
、

一
九
九
〇
年
三
月
に
個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

　
法
令
に
お
い
て
情
報
を
求
め
る
権
利
は
い
ま
だ
一
義
的
に
明
確
な

概
念
で
な
い
。
そ
の
理
念
は
一
般
に
首
肯
し
得
る
も
、
権
利
の
法
的

基
礎
や
そ
の
具
体
的
内
容
は
充
分
に
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
自
己
情

報
開
示
請
求
権
で
い
え
ば
、
か
り
に
自
己
情
報
を
「
自
己
を
本
人
と

す
る
個
人
情
報
」
と
定
義
し
、
当
該
情
報
の
開
示
請
求
権
を
実
定
法

上
認
め
て
も
（
本
件
条
例
一
五
条
一
項
）
、
開
示
請
求
の
対
象
た
る

自
己
情
報
の
な
か
に
「
第
三
者
」
．
．
樽
三
a
冨
詳
践
、
情
報
が
含
ま
れ
、

ま
た
一
定
条
件
に
お
け
る
当
該
権
利
の
制
限
が
規
定
さ
れ
る
と
き

（
同
四
項
）
、
請
求
者
の
「
自
己
」
情
報
の
範
囲
や
制
限
条
項
の
適
用

基
準
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
件
は
、
措
置
入
院
の
手
続
に
か
か
る
被
措
置
入
院
者
の
（
医

療
）
自
己
情
報
の
開
示
を
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
り
ど
こ
ま
で
な

し
得
る
か
を
争
っ
た
最
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
当
該
権
利
を
め
ぐ
る

右
の
問
題
に
一
定
の
判
断
を
示
し
た
（
公
文
書
公
開
条
例
に
も
と
つ

く
同
意
入
院
届
出
の
公
開
に
つ
い
て
は
長
野
地
息
昭
和
六
二
二

〇
・
二
二
行
集
三
八
巻
一
〇
号
一
四
二
三
頁
、
判
タ
六
六
九
号
一
四

〇
頁
、
診
療
録
の
開
示
請
求
に
つ
い
て
は
、
東
京
高
判
昭
和
六
】
・

八
・
二
八
判
時
一
二
〇
八
号
）
。
精
神
衛
生
法
は
、
精
神
保
健
法
を
経

て
、
現
在
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

（「

ｸ
神
保
健
福
祉
法
」
）
と
な
る
。
し
か
し
、
自
傷
災
害
の
お
そ
れ

の
あ
る
「
精
神
障
害
者
」
へ
の
医
療
保
護
を
目
的
と
し
た
強
制
入
院

の
行
政
処
分
（
墨
谷
葵
「
精
神
衛
生
法
に
お
け
る
入
院
手
続
上
の
問

題
点
」
大
谷
實
、
中
山
広
太
郎
編
『
精
神
医
療
と
法
』
弘
文
堂
、
一

64　（4　●251）　853



判例研究

九
八
○
年
、
六
〇
頁
）
と
し
て
の
措
置
入
院
の
法
構
造
は
、
精
神
保

健
法
に
お
い
て
も
、
現
行
の
精
神
保
健
福
祉
法
に
お
い
て
も
改
変
な

い
。
よ
っ
て
爾
後
同
種
事
件
の
発
生
は
当
然
予
測
し
得
る
し
、
被
措

置
入
院
者
の
「
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
重
し
の
限
界
を
知
る
上
で

本
件
は
ひ
と
つ
の
標
準
と
な
る
事
案
で
あ
る
。

　
一
一
本
件
条
例
と
憲
法
と
の
関
係
　
法
令
に
お
い
て
情
報
を
求
め

る
権
利
は
、
公
文
書
開
示
請
求
権
で
あ
る
と
、
自
己
情
報
開
示
請
求

権
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
憲
法
・
国
際
人
権
規
約
等
か
ら
直
接
導
き

出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
権
利
を
規
定
し
た
条
例
に
よ
り
創

設
さ
れ
る
。
こ
れ
が
判
例
の
立
場
で
あ
り
、
本
判
決
も
こ
の
流
れ
に

沿
う
。
情
報
公
開
制
度
に
か
か
わ
っ
て
は
、
栃
木
県
知
事
交
際
費
情

報
公
開
請
求
事
件
高
裁
判
決
が
「
文
書
の
開
示
請
求
権
は
憲
法
二
一

条
の
規
定
〔
知
る
権
利
〕
に
基
づ
い
て
直
接
的
に
発
生
す
る
も
の
で

は
な
く
、
本
件
〔
栃
木
県
公
文
書
の
開
示
に
関
す
る
〕
条
例
に
よ
り

…
…
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
」
る
と
し
（
東
京
高
判
平
成
三
・
一
・
二

一
判
時
一
三
七
四
号
三
〇
頁
）
、
ま
た
、
個
人
情
報
開
示
制
度
に
か

か
わ
っ
て
は
、
高
槻
市
内
申
書
開
示
請
求
事
件
地
裁
判
決
が
「
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
る
情
報
開
示
請
求
権
は
、
憲
法
〔
＝
二
条
、
二
六

条
〕
や
身
繕
条
約
〔
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約

（
以
下
「
国
際
人
権
規
約
（
B
規
約
）
」
と
い
う
）
一
七
条
、
子
ど
も

の
権
利
に
関
す
る
条
約
二
八
条
〕
か
ら
直
接
引
き
出
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
本
件
〔
高
槻
市
個
人
情
報
保
護
〕
条
例
に
よ
り
創
設
的
に

認
め
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
」
と
す
る
（
大
阪
圏
判
平
成
六
・
＝
一
・

二
〇
劇
論
一
五
三
四
号
一
五
頁
）
。

　
法
令
に
お
い
て
情
報
を
求
め
る
権
利
は
、
憲
法
＝
二
条
を
根
拠
と

す
る
「
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
ま
た
は
同
一
＝
条
を
根
拠
と

す
る
「
知
る
権
利
」
等
の
理
念
を
実
体
法
上
の
権
利
と
し
て
具
体
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
は
、

情
報
主
体
に
か
か
る
個
人
情
報
の
①
本
人
開
示
、
②
誤
認
訂
正
、
③

他
者
の
入
手
差
止
、
④
利
用
抑
制
な
い
し
漏
洩
禁
止
を
求
め
る
権
利

を
い
い
、
ま
た
、
知
る
権
利
と
は
「
積
極
的
に
政
府
情
報
等
の
公
開

を
要
求
す
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
」
を
い
う
（
芦
部
信
喜
『
憲
法
』

岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
四
一
頁
）
。

　
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
に
せ
よ
、
知
る
権
利
に
せ
よ
、
そ
れ

が
具
体
的
請
求
権
と
な
る
に
は
、
法
律
の
制
定
を
ま
っ
と
す
る
の
が

憲
法
通
説
の
立
場
で
あ
る
（
芦
部
前
掲
書
、
一
〇
四
頁
、
佐
藤
幸
治

『
憲
法
』
青
林
書
院
新
社
、
一
九
八
一
年
、
三
一
七
頁
）
。
し
か
し
、

こ
の
権
利
を
「
具
体
化
す
る
法
律
や
条
例
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
れ
は
憲
法
上
の
権
利
を
具
体
化
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
か
ら

…
…
当
該
法
律
、
条
例
の
解
釈
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
条
例
等
の
文
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理
の
ほ
か
、
憲
法
上
の
人
権
と
し
て
の
意
味
を
無
視
で
き
な
い
」

（
平
松
毅
「
栃
木
県
知
事
交
際
費
情
報
公
開
請
求
事
件
第
一
審
評
論
」

判
時
＝
二
四
六
号
一
八
○
頁
）
。
精
神
科
医
療
に
お
け
る
人
権
論
的

意
義
に
つ
い
て
は
「
五
　
現
代
の
精
神
科
医
療
と
自
己
情
報
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
」
に
お
い
て
後
述
す
る
。

　
三
　
「
正
当
な
利
益
」
の
解
釈
　
本
件
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例

に
か
か
わ
っ
て
精
神
衛
生
法
の
措
置
入
院
手
続
に
関
与
し
た
者
の

「
正
当
な
利
益
」
を
は
じ
め
て
審
査
し
た
。
こ
こ
で
の
「
正
当
な
利

益
」
の
解
釈
は
今
後
右
第
三
者
の
氏
名
開
示
の
範
囲
決
定
に
影
響
を

与
え
得
る
。
こ
と
に
鑑
定
医
に
か
か
る
正
当
な
利
益
の
審
査
が
重
要

で
あ
る
。
同
法
二
三
条
の
申
請
は
、
専
門
的
知
識
を
有
し
な
い
素
人

が
通
常
人
と
し
て
の
立
場
に
お
い
て
お
こ
な
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
て

お
り
（
一
項
、
精
神
保
健
法
規
研
究
会
『
精
神
保
健
法
詳
解
』
一
〇

六
頁
、
「
措
置
入
院
に
関
す
る
診
断
書
」
（
昭
六
三
健
岡
三
発
一
六
号

様
式
一
八
）
等
）
、
こ
の
場
合
、
素
人
た
る
申
請
者
に
つ
い
て
は
、

被
措
置
入
院
者
に
よ
る
法
的
逸
脱
行
為
な
い
し
社
会
的
逸
脱
行
為

（
苦
情
等
に
よ
る
多
大
な
迷
惑
な
ど
）
の
「
偶
発
的
危
険
」
ま
た
は

「
万
一
の
可
能
性
」
を
根
拠
に
、
正
当
な
利
益
侵
害
を
一
応
推
定
し

て
も
よ
い
。
し
か
し
、
鑑
定
医
は
、
措
置
入
院
の
実
質
的
要
件
成
否

の
判
定
を
そ
の
職
務
と
し
（
二
九
条
・
二
九
条
の
二
）
、
同
じ
第
三
者

と
い
っ
て
も
、
措
置
入
院
に
か
か
る
責
任
は
重
く
、
当
該
利
益
侵
害

の
審
査
に
際
し
て
よ
り
厳
格
な
基
準
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
号
認
定
に
か
か
る
二
要
件
の
う
ち
、
①
要
件
の
認
定
は
事
実
の

問
題
で
あ
る
。
鑑
定
医
、
申
請
者
の
氏
名
が
第
三
者
情
報
で
あ
る
こ

と
に
ま
ち
が
い
な
く
、
そ
こ
で
何
か
を
争
う
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、

開
示
請
求
情
報
に
第
三
者
情
報
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
そ
の
開
示
が

第
三
者
の
正
当
な
利
益
を
侵
さ
な
け
れ
ば
一
号
要
件
は
充
当
せ
ず
、

開
示
請
求
情
報
は
当
該
第
三
者
情
報
も
含
め
て
請
求
者
の
「
自
己
情

報
」
と
し
て
開
示
さ
れ
る
。
し
か
し
て
、
本
件
に
お
け
る
一
号
該
当

性
判
断
の
決
め
手
は
②
要
件
の
認
定
に
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
鑑
定

医
や
申
請
者
の
「
正
当
な
利
益
」
侵
害
の
い
か
ん
が
こ
こ
で
の
争
点

と
な
る
。
そ
の
判
断
基
準
と
し
て
、
判
決
は
、
ω
開
示
請
求
情
報
の

性
質
・
内
容
、
ω
請
求
高
と
第
三
者
と
の
関
係
の
二
つ
を
あ
げ
た

（
判
藁
縄
⑧
）
。
こ
こ
で
は
鑑
定
医
の
も
つ
専
門
家
と
し
て
の
責
任
性

に
鑑
み
、
こ
と
に
「
鑑
定
医
の
氏
名
等
」
に
か
か
る
右
審
査
を
検
討

す
る
。

　
ま
ず
ω
基
準
に
つ
い
て
、
開
示
請
求
情
報
の
性
質
・
内
容
と
し
て

判
決
が
審
査
し
て
い
る
の
は
本
件
鑑
定
書
に
お
け
る
診
察
の
性
質
と

内
容
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
判
決
は
、
本
件
鑑
定
書
に
お
け
る
診

察
が
知
事
の
命
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
医
師
が
患
者
の
求
め
に
応
じ
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て
お
こ
な
う
一
般
の
医
療
契
約
に
お
け
る
診
察
と
は
異
な
る
か
ら
、

鑑
定
医
が
自
己
の
氏
名
を
被
鑑
定
者
に
開
示
す
る
予
定
も
法
的
義
務

も
な
い
と
し
た
（
判
旨
二
ω
）
。

　
医
療
契
約
は
患
者
本
人
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
保
護
者
等
（
以
下

「
患
者
」
と
い
う
）
か
ら
の
診
療
の
申
込
み
と
医
師
・
医
療
機
関
等

（
以
下
「
医
師
」
と
い
う
）
の
承
諾
と
い
う
意
思
表
示
の
合
致
に
よ

り
成
立
す
る
。
申
込
み
と
承
諾
の
形
式
は
患
者
が
待
合
室
に
診
療
を

待
ち
、
医
師
が
自
然
に
診
療
を
始
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
自
由
・
黙

示
で
よ
く
、
そ
の
内
容
と
範
囲
は
、
医
療
の
流
動
か
ら
承
諾
時
に

あ
っ
て
は
概
括
的
で
よ
い
（
野
田
寛
『
医
事
法
（
中
巻
）
』
青
林
書

院
、
一
九
九
四
年
、
三
七
五
一
三
七
七
頁
）
。
こ
の
と
き
、
患
者
に

と
っ
て
医
師
の
氏
名
、
彼
が
所
属
す
る
医
療
機
関
の
所
在
地
な
ど
は
、

あ
る
場
合
自
明
で
あ
り
、
あ
る
場
合
端
か
ら
知
る
要
求
の
対
象
に
な

い
。
か
り
に
医
師
の
名
前
を
知
り
た
け
れ
ば
患
者
は
聞
き
医
師
は
名

の
る
。
措
置
入
院
に
際
し
て
の
診
察
の
場
合
、
患
者
は
事
実
上
病
識

を
欠
き
あ
る
い
は
病
識
は
あ
っ
て
も
自
ら
の
医
療
上
の
利
益
を
独
自

に
判
断
し
得
な
い
こ
と
か
ら
、
患
者
本
人
か
ら
の
診
察
申
込
み
は
な

く
、
患
者
が
鑑
定
医
の
氏
名
を
聞
く
こ
と
も
一
般
的
に
は
な
い
。
し

か
し
、
判
決
の
い
う
医
師
の
氏
名
開
示
予
定
の
有
無
は
そ
の
程
度
の

こ
と
で
あ
る
。

　
で
は
法
的
に
は
ど
う
か
。
一
般
の
医
療
契
約
は
、
準
委
任
の
一
種

で
あ
り
、
よ
っ
て
、
受
任
者
の
報
告
義
務
の
一
環
と
し
て
、
患
者
の

請
求
に
応
じ
医
師
は
自
己
の
氏
名
を
明
ら
か
に
す
る
義
務
を
負
う
と

い
う
こ
と
に
な
る
（
民
法
六
四
五
条
）
。
こ
れ
に
対
し
て
措
置
入
院

の
根
拠
は
、
自
傷
他
害
の
お
そ
れ
あ
る
精
神
障
害
者
へ
の
医
療
保
護

を
目
的
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
行
使
す
る
強
制
入
院
の
公
権
力

（
措
置
権
）
の
発
動
に
あ
る
。
そ
の
際
お
こ
な
わ
れ
る
診
察
は
、
右

措
置
権
を
有
す
る
知
事
が
権
限
行
使
の
成
否
判
断
の
た
め
に
鑑
定
医

に
命
じ
て
お
こ
な
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
庁
の
職
権
に
よ
り
開

始
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
行
政
処
分
に
際
し
て
都

道
府
県
知
事
が
医
師
に
命
じ
る
！
！
し
た
が
っ
て
医
師
が
患
者
の
求

め
に
応
じ
て
す
る
の
と
は
異
な
る
　
　
診
察
一
般
で
は
な
い
。
行
政

処
分
に
先
だ
つ
と
い
う
点
だ
け
か
ら
い
え
ば
、
た
と
え
ば
、
身
体
障

害
者
福
祉
法
に
お
い
て
、
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
長
は
障
害
者
本

人
市
町
村
の
福
祉
事
務
所
よ
り
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
法
一
〇

条
｝
項
二
号
ハ
お
よ
び
二
の
業
務
（
「
身
体
障
害
者
の
医
学
的
、
心

理
学
的
お
よ
び
職
能
的
判
定
」
お
よ
び
補
装
具
の
処
方
お
よ
び
適
合

判
定
）
に
か
か
る
判
定
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
施

行
規
則
二
条
）
と
し
て
い
る
し
、
同
趣
旨
の
規
定
は
精
神
薄
弱
者
福
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祉
法
一
二
条
二
項
二
号
の
業
務
（
一
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
の
医

学
的
、
心
理
学
的
お
よ
び
職
能
的
判
定
等
）
に
か
か
る
判
定
書
に
つ

い
て
も
あ
る
（
同
法
施
行
規
則
二
条
）
。
そ
の
意
味
で
、
本
件
の
本

質
は
、
む
し
ろ
法
の
強
制
入
院
と
い
う
特
殊
な
行
政
処
分
に
先
立
つ

診
察
に
か
か
る
判
断
で
あ
っ
て
、
本
判
決
の
射
程
は
、
い
う
ま
で
も

な
い
が
職
権
に
よ
る
措
置
を
前
提
と
す
る
社
会
福
祉
各
法
に
は
及
ば

な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
㈹
基
準
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
鑑
定
書
で
あ
る
と
申
請
書

で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
事
実
二
に
み
ら
れ
る
X
の
言
動
ま
た
そ
こ
か

ら
推
察
さ
れ
る
X
と
第
三
者
（
鑑
定
医
・
精
神
衛
生
吏
員
、
申
請
者

等
）
と
の
関
係
に
鑑
み
て
、
右
第
三
者
氏
名
の
不
開
示
が
客
観
的
に

期
待
さ
れ
、
そ
の
期
待
が
正
当
で
あ
る
と
し
た
（
判
魚
塩
ω
⑤
）
。

し
か
し
、
右
第
三
者
に
対
し
て
、
具
体
的
に
、
い
か
な
る
危
険
な
り
、

利
益
侵
害
が
生
じ
得
る
の
か
に
つ
い
て
本
判
決
は
ま
っ
た
く
言
及
し

て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
は
、
具
体
的
立
証
を
待
た
な
い
抽
象
的
認

定
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

・
加
え
て
措
置
入
院
は
精
神
障
害
に
よ
る
自
傷
他
害
の
危
険
を
要
件

と
す
る
も
、
患
者
の
意
思
を
否
定
す
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
の
だ
か

ら
、
患
者
の
同
意
を
医
療
侵
襲
の
前
提
と
す
る
一
般
医
療
に
比
し
て

は
る
か
に
高
い
人
権
侵
害
の
危
険
性
と
過
酷
性
を
内
包
し
て
い
る

（一

緕
ｵ
四
年
「
国
際
人
権
連
盟
」
「
国
際
法
律
家
委
員
会
」
で
の
日

本
批
判
、
平
野
龍
一
『
精
神
医
療
と
法
』
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
、

四
六
－
四
七
頁
、
大
谷
實
「
精
神
医
療
法
制
の
基
本
問
題
」
大
谷
前

掲
書
八
頁
、
町
野
朔
「
精
神
医
療
に
お
け
る
自
由
と
強
制
」
同
右
、

三
五
頁
、
唄
孝
一
編
『
医
療
と
人
権
』
中
央
法
規
出
版
、
一
九
八
五

年
、
二
六
一
－
二
六
二
頁
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
方
で
そ
れ
は

医
療
上
ま
た
法
律
上
不
確
定
な
要
素
を
多
々
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

第
一
、
精
神
障
害
者
の
概
念
や
そ
の
認
定
基
準
は
精
神
医
学
に
お
い

て
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
第
二
、
実
質
的
措
置
要
件
で
あ
る

「
自
傷
他
害
の
お
そ
れ
」
の
予
測
が
困
難
で
、
当
該
予
測
と
拘
禁
と

を
結
び
つ
け
る
合
理
的
根
拠
は
乏
し
い
（
元
吉
功
「
措
置
入
院
制
度

を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」
日
本
精
神
病
院
協
会
監
修
『
精
神
衛
生

鑑
定
』
一
九
七
三
年
、
二
三
頁
、
大
谷
前
掲
論
文
、
五
i
六
頁
、
墨

谷
前
掲
論
文
、
六
五
－
六
七
頁
、
他
害
の
危
険
に
か
か
る
将
来
予
測

の
困
難
に
つ
い
て
は
、
西
山
詮
『
精
神
保
健
法
の
鑑
定
と
審
査

一
指
定
医
の
た
め
の
理
論
と
実
践
1
』
新
興
医
学
出
版
社
、
一

九
九
一
年
、
八
一
頁
）
。
第
三
、
「
『
自
傷
他
害
の
お
そ
れ
』
に
対
す

る
判
断
に
は
か
な
り
の
程
度
に
鑑
定
医
の
個
性
な
い
し
は
恣
意
性
が

関
与
」
す
る
（
京
都
大
学
医
学
部
精
神
医
療
研
究
会
「
強
制
措
置
入

院
の
状
況
」
精
神
医
療
二
巻
四
号
七
二
頁
）
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
判
断
し
て
私
見
は
こ
う
で
あ
る
。
被
措
置
入
院

者
に
よ
る
法
的
逸
脱
行
為
な
い
し
社
会
的
逸
脱
行
為
（
苦
情
等
に
よ

る
多
大
な
迷
惑
な
ど
）
の
「
お
そ
れ
」
が
あ
れ
ば
、
措
置
入
院
手
続

の
関
与
者
、
こ
と
に
「
素
人
」
た
る
申
請
者
に
つ
い
て
の
氏
名
開
示

は
、
本
件
条
例
一
五
条
四
項
一
号
に
い
う
「
正
当
な
利
益
」
侵
害
に

あ
た
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
い
う
お
そ
れ
は
、

専
門
家
た
る
鑑
定
医
に
つ
い
て
は
「
偶
発
的
危
険
」
や
「
万
一
の
可

能
性
」
で
は
十
分
で
な
く
、
高
度
の
蓋
然
性
を
い
う
と
解
す
べ
き
で

あ
る
。
本
件
で
も
か
か
る
判
断
枠
組
み
を
も
っ
て
鑑
定
医
の
正
当
な

利
益
侵
害
を
審
査
す
べ
き
で
あ
り
、
し
か
し
て
、
事
実
二
に
み
ら
れ

る
X
の
言
質
か
ら
、
X
が
か
か
る
逸
脱
行
為
を
お
こ
な
う
高
度
の
蓋

然
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
よ
っ
て
、
「
鑑
定
医
の
氏
名
等
」
の
う
ち
⑭

鑑
定
年
月
日
、
⑮
鑑
定
医
氏
名
、
⑯
医
師
所
属
施
設
名
・
所
在
地
・

電
話
番
号
は
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　
四
　
「
お
そ
れ
」
の
解
釈
　
三
号
認
定
は
、
①
開
示
請
求
情
報
が
、

同
号
に
例
示
列
挙
す
る
指
導
、
診
断
、
評
価
、
選
考
に
か
か
わ
る
こ

と
、
か
つ
②
請
求
者
に
そ
れ
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
右
指
導
等

に
著
し
い
支
障
の
お
そ
れ
を
生
じ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。
判
決
は

本
件
鑑
定
書
に
お
け
る
「
診
断
名
、
生
活
歴
等
」
の
記
載
に
つ
い
て

右
認
定
を
お
こ
な
っ
た
。
①
要
件
に
つ
い
て
と
く
に
争
う
余
地
は
な

く
、
問
題
は
②
要
件
の
認
定
で
あ
る
。
判
決
は
ω
X
に
か
か
る
通
院

治
療
の
必
要
性
と
㈹
事
実
二
に
み
ら
れ
る
X
の
言
動
お
よ
び
意
見
書

の
記
載
を
根
拠
に
、
右
事
項
の
開
示
が
「
著
し
い
支
障
を
生
じ
る
お

そ
れ
」
に
あ
た
る
と
判
断
し
た
。
X
に
か
か
る
通
院
治
療
必
要
の
根

拠
は
、
事
実
二
に
み
ら
れ
る
X
の
言
質
で
あ
る
か
ら
、
要
す
る
に
、

本
判
決
は
、
事
実
二
を
唯
一
の
根
拠
と
し
て
、
本
件
鑑
定
書
に
お
け

る
「
診
断
名
、
生
活
蘭
曲
」
の
記
載
に
か
か
る
三
号
該
当
性
を
判
断

し
た
こ
と
に
な
る
。

　
か
り
に
本
判
決
の
い
う
よ
う
に
X
に
か
か
る
通
院
治
療
が
必
要
で

あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
二
月
当
時

作
成
さ
れ
た
鑑
定
書
は
、
措
置
症
状
の
有
無
を
判
定
す
る
医
療
情
報

で
あ
り
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。
そ
こ
に
お
け
る
「
診

断
名
、
生
活
歴
等
」
の
開
示
が
右
措
置
入
院
の
解
除
さ
れ
同
意
入
院

が
終
了
し
て
い
る
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
一
一
月
以
降
の
通
院
治

療
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
障
を
、
ど
の
程
度
に
生
じ
さ
せ
る
か

に
つ
い
て
判
決
は
一
切
い
っ
て
い
な
い
。

　
ま
ず
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
ー
i
教
育
、
医
療
、
福
祉
、
雇
用
、
公
的

扶
助
等
i
の
領
域
に
お
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
い
し
支
援
と

利
用
者
へ
の
指
導
、
診
断
、
評
価
は
一
体
不
可
分
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
教
師
の
生
徒
に
関
す
る
評
価
で
あ
れ
、
医
師
の
患
者
に
対
す
る
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診
断
で
あ
れ
、
社
会
福
祉
職
員
の
要
援
護
者
に
対
す
る
指
導
で
あ
れ
、

そ
れ
ら
を
記
し
た
文
書
は
、
評
価
さ
れ
、
診
断
さ
れ
、
指
導
さ
れ
る

本
人
に
と
っ
て
は
生
来
的
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
情
報
ω
魯
ω
繭
二
く
①
ぎ
h
o
雫

ヨ
9
鉱
。
口
ω
で
あ
り
得
る
。
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
精
神
的
悪

影
響
（
シ
ョ
ッ
ク
）
を
理
由
に
、
指
導
等
の
お
そ
れ
を
い
い
、
個
人

情
報
の
不
開
示
を
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
社
会
サ
ー
ビ
ス
情
報
の

ほ
と
ん
ど
は
情
報
主
体
に
開
示
さ
れ
な
い
「
お
そ
れ
」
が
生
じ
う
る

の
で
あ
る
。
加
え
て
、
精
神
科
医
療
に
お
い
て
は
、
患
者
へ
の
保
護

的
側
面
が
強
調
さ
れ
、
患
者
の
自
己
決
定
を
基
礎
と
し
た
処
遇
慣
行

は
十
分
に
確
立
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
患
者
に
よ
る
医
師
等
へ
の
意

見
表
明
は
得
て
し
て
、
医
師
等
へ
の
「
言
い
が
か
り
」
、
社
会
的
逸

脱
行
為
の
前
兆
と
簡
単
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。

　
一
方
で
社
会
サ
ー
ビ
ス
な
い
し
精
神
科
医
療
に
は
か
か
る
状
況
が

あ
り
、
他
方
で
、
同
学
が
文
理
上
「
指
導
等
へ
の
著
し
い
支
障
」
を

開
示
制
限
の
条
件
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
判
決
の
よ
う

に
、
抽
象
的
か
つ
曖
昧
な
認
定
で
当
該
条
項
の
適
用
を
お
こ
な
う
手

法
が
一
般
化
す
る
な
ら
ば
、
被
措
置
入
院
者
が
当
該
入
院
手
続
を
知

り
う
る
自
己
情
報
を
入
手
す
る
権
利
利
益
は
ほ
と
ん
ど
保
護
さ
れ
な

い
と
い
っ
て
よ
い
。

　
五
　
精
神
科
医
療
と
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
　
精
神
障
害
者

が
現
実
に
自
己
の
医
療
情
報
を
統
御
で
き
る
か
ど
う
か
は
ひ
と
つ
の

こ
と
で
あ
り
、
法
が
精
神
障
害
者
に
医
療
情
報
の
統
御
す
る
権
利
を

付
与
し
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
は
も

う
ひ
と
つ
の
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
患
者
が
、
自
己
の
医
療
情

報
を
統
御
す
る
た
め
に
は
、
治
療
状
況
の
概
略
を
把
握
す
る
こ
と
、

医
療
者
か
ら
の
説
明
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
、
同
じ
状
況
で
は
あ

る
程
度
一
貫
し
た
判
断
を
下
し
、
そ
れ
を
表
示
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
議
論
に
関
連
し
て
、
中

島
一
憲
他
「
精
神
治
療
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

ー
E
C
T
に
つ
い
て
の
試
論
1
」
精
神
神
経
学
雑
誌
九
四
巻
八

号
、
一
九
九
二
年
、
七
六
三
頁
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
精
神
障
害

者
一
般
に
つ
い
て
当
該
能
力
の
有
無
を
問
う
命
題
は
成
立
せ
ず
、
そ

れ
は
各
人
の
個
体
差
や
状
況
に
よ
る
一
つ
ま
り
、
こ
の
能
力
は
あ

る
場
合
も
あ
れ
ば
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
一
個
人
に
つ
い
て
も
そ

の
判
定
は
所
詮
推
測
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
も
、
事
実
二
に
み
ら

れ
る
X
の
言
動
の
評
価
や
鑑
定
書
の
開
示
が
X
へ
の
治
療
に
与
え
る

影
響
を
一
義
的
．
に
判
断
す
る
基
準
は
精
神
医
学
に
な
く
、
同
一
人
物

の
類
似
状
態
を
み
て
も
、
治
療
に
支
障
を
き
た
す
と
か
き
た
さ
な
い

と
か
、
社
会
的
な
い
し
法
的
逸
脱
行
為
に
及
ぶ
と
か
及
ば
な
い
と
か

の
判
断
は
、
つ
ね
に
「
水
掛
け
論
」
を
う
む
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
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し
た
ら
、
重
要
な
の
は
ど
う
い
う
論
理
枠
組
み
の
な
か
で
一
あ
る

い
は
原
則
の
も
と
に
　
　
精
神
障
害
者
の
自
己
情
報
の
統
御
問
題
を

と
ら
え
る
か
に
あ
る
。

　
以
下
の
議
論
は
立
法
論
に
あ
た
り
、
本
判
決
の
評
釈
を
越
え
る
の

で
、
詳
細
は
他
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
今
後
は
「
国
際
人
権

規
約
」
（
B
規
約
）
九
条
｝
・
二
・
四
項
等
、
憲
法
＝
二
条
・
二
一

条
、
一
九
九
一
年
＝
一
月
一
七
日
国
連
総
会
採
択
の
「
精
神
病
者
の

保
護
お
よ
び
精
神
保
健
ケ
ア
の
改
善
の
た
め
の
原
則
（
「
国
連
原

則
」
と
、
患
者
の
権
利
を
明
記
し
た
国
際
文
書
（
一
九
九
四
年
「
欧

州
に
お
け
る
患
者
の
権
利
促
進
宣
言
」
、
一
九
八
一
年
採
択
二
九

九
五
年
改
訂
）
「
患
者
の
権
利
に
関
す
る
リ
ス
ボ
ン
宣
言
」
等
）
を

考
慮
し
な
が
ら
、
精
神
障
害
者
の
権
利
擁
護
法
を
整
備
し
、
そ
こ
に

情
報
権
の
保
護
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
（
社
会
法
に
お

け
る
権
利
擁
護
法
に
つ
い
て
は
、
河
野
正
輝
「
序
章
　
権
利
擁
護
法

と
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
」
河
野
正
輝
、
菊
池
高
志
編
『
高
齢
者
の
法
』
有

斐
閣
、
一
九
九
七
年
所
収
、
「
国
連
原
則
」
に
つ
い
て
は
斎
藤
正
彦

「
精
神
疾
患
を
有
す
る
者
の
保
護
お
よ
び
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

改
善
の
た
め
の
原
則
し
の
概
要
と
わ
が
国
の
精
神
保
健
法
」
法
と
精

神
医
療
九
号
、
一
九
九
五
年
、
一
六
－
三
一
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
倉
統
一
）
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